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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 23日 (2004.4.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 ハ ミ ン グ 符 号 な ど の 誤 り 訂 正 符 号 や 復 号 で は 、 例 え ば 、 有 限 体 上 の 演 算 が 行 わ れ
て い る 。
こ の よ う な 有 限 体 は 、 他 の 有 限 体 か ら の 拡 大 に よ っ て 規 定 さ れ る 場 合 が あ る 。
例 え ば 、 第 １ の 有 限 体 か ら の 第 １ の 拡 大 に よ っ て 第 ２ の 有 限 体 が 規 定 さ れ 、 第 ２ の 有 限 体
か ら の 第 ２ の 拡 大 に よ っ て 第 ３ の 有 限 体 が 規 定 さ れ る 場 合 に 、 上 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算
は 、 上 記 第 ２ の 有 限 体 上 の 演 算 を 用 い て 規 定 さ れ る 。
ま た 、 上 記 第 ２ の 有 限 体 上 の 演 算 は 、 上 記 第 １ の 拡 大 に つ い て の 第 １ の 多 項 式 に よ っ て 得
ら れ た 原 始 根 を 基 に 決 定 さ れ た 基 底 を 用 い て 表 現 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の 有 限 体 上 の 演 算 は
、 上 記 第 ２ の 拡 大 に つ い て の 第 ２ の 多 項 式 に よ っ て 得 ら れ た 原 始 根 を 基 に 決 定 さ れ た 基 底
を 用 い て 表 現 さ れ る 。
従 来 の 回 路 方 法 で は 、 上 記 第 ２ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 を 、 上 記 第 １ の 多 項 式 の ０
次 の 項 の 係 数 と は 無 関 係 に 定 め て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 数 １ ３ 】
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

構 成



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 デ ー タ Ａ 〔 ０ 〕 ～ Ａ 〔 ｑ － １ 〕 の そ れ ぞ れ が 、
係 数 ｄ を 乗 算 す る ｑ － １ 個 の 乗 算 回 路 ３ １ ＿ １ ～ ３ １ ＿ ｑ － １ 、 係 数 ｃ ｄ を 乗 算 す る ｉ －
１ 個 の 乗 算 回 路 ３ ２ ＿ １ ～ ３ ２ ＿ ｉ － １ 、 加 算 回 路 ３ ３ の う ち 、 対 応 る 回 路 に 入 力 さ れ
る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
ま た 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 乗 算 回 路 ３ ２ ＿ ０ ～ ３ ２ ＿ ｉ － １ の 出 力 が 、 イ ン バ ー タ ３ ５
＿ ０ ～ ３ ５ ＿ ｉ － １ に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
ま た 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 乗 算 回 路 ３ １ ＿ １ ～ ３ １ ＿ ｉ － １ の 出 力 が 、 そ れ ぞ れ 加 算 回
路 ３ ４ ＿ １ ～ ３ ４ ＿ ｉ － １ に 入 力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
ま た 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 イ ン バ ー タ ３ ５ ＿ １ ～ ３ ５ ＿ ｉ － １ の 出 力 が 、 そ れ ぞ れ 加 算
回 路 ３ ４ ＿ １ ～ ３ ４ ＿ ｉ － １ に 入 力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
ま た 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 乗 算 回 路 ３ ３ の 出 力 が 、 係 数 ｄ を 乗 算 す る 乗 算 回 路 ３ ２ に 入
力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
そ し て 、 イ ン バ ー タ ３ ５ ＿ ０ 、 加 算 回 路 ３ ４ ＿ １ ～ ３ ４ ＿ ｉ － １ 、 乗 算 回 路 ３ ２ 、 並 び に
乗 算 回 路 ３ １ ＿ ｉ ～ ３ １ ＿ ｑ － １ の 出 力 が 、 そ れ ぞ れ デ ー タ Ｄ 〔 ０ 〕 ～ 〔 ｑ － １ 〕 と な
る 。
図 ２ に 示 す Ｄ 〔 ０ 〕 ～ Ｄ 〔 ｑ － １ 〕 が 、 上 記 （ ２ － ９ ） ， （ ２ － １ １ ） に 示 す Ｄ 0  ～ Ｄ q -

1  に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 数 ２ ６ 】
　
　
　
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ が 、 加 算 回 路 １ ２ の 出 力 が ｃ - 1 倍 演 算 回 路 １ １ ＿ ｉ に 入 力 さ れ る よ う に
ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。
そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 イ ン バ ー タ １ ３ ＿ ０ 、 加 算 回 路 １ ４ ＿ １ ～ １ ４ ＿ ｉ － １ 、 ｃ - 1 倍
演 算 回 路 １ １ ＿ ｉ ～ １ １ ＿ ｑ － １ の 出 力 が 、 そ れ ぞ れ デ ー タ Ｄ 〔 ０ 〕 ～ 〔 ｑ － １ 〕 と な
る よ う に 、 ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。
図 ６ に 示 す Ｄ 〔 ０ 〕 ～ Ｄ 〔 ｑ － １ 〕 が 、 上 記 （ ３ － ９ ） ， （ ３ － １ １ ） に 示 す Ｄ 0  ～ Ｄ q -

1  に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る 。
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